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 (1) “既約な”有限代数系の族を与える。 
 (2) その族の“行列積”を構成する。 
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小」な縮約による行列積を essential part と名付け，それが同型であることが 
圏同値をもたらすための必要十分条件となることを示した．この結果に基づくと有限代数系を(1)
「既約」な有限代数系の族を与え,(2)その族の「行列積」を構成し，(3)圏同値で変形する，ことで
特定できる．一方で，その応用として「有限生成」代数系が圏同値であることを判定する新しいアル
ゴリズムを与えている． 
 また本博士論文における最も重要な成果は，与えられた既約代数系の族に対して，それらの行列積
が存在することと「全ての既約代数系たちが共通の真のべき等縮約を持つこと」が同値であることを
示したことである．さらに同様の手法を用いて，どんな自然数に対しても，それより多くの行列積構
造が存在するような既約代数系の族を構成している． 
 最後に本論文のもう一つの特徴である多ソート代数系の研究について述べる．有限とは限らない代
数系において，複数の数学的構造を同時に扱う代数系として多ソート代数系を導入している．古典論
理学の世界では一階述語論理に対して，複数の種類の数学的対象を扱う形式論理として高階述語論理
が考えられている．このとき，高階述語論理はその意味論の与え方によって一階述語論理に対応させ
ることができる．同じようなアイデアに基づき，本論文では多ソート代数系と通常の代数系との関係
 を調べた．具体的には，まず始めに多ソートの等式クラスから一ソートの等式クラスが作れるための
条件を等式クラスの演算の言葉による特徴付けを与えた．そして，そのようにして得られる一ソート
等式クラスは，もとの多ソートクラスの構造に対応する行列積分解を持ち，さらに行列積分解を持つ
一ソート等式クラスからは多ソート等式クラスを構成できることを明らかにした．これらの構成によ
り多ソート等式クラスと行列積分解を持つ一ソート等式クラスとは一対一対応がつく．さらに，この
構成により対応する一ソートと多ソートの等式クラスは互いに圏同値であり，両者の代数的構造は非
常に似ていることがわかる． 
 以上のことは彼が自立して研究活動を行うに必要な高度の研能力と学識を有することを示している．
したがって，井澤昇平君提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
